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行動デザイン適用事例一覧

区 分 テーマ 行動特性

新型コロナ
ウイルス

感染症対策

①手指消毒の実施
視覚強調、行動パ
ターンの考慮

②手の洗い方の普及 単純化、デフォルト化

③手洗い行動の促進
単純化、デフォルト化、
タイミング

④適切な行動を促す
メッセンジャー効果、
明確・シンプル・正確、
透明性

⑤ソーシャルディスタンスの
確保

社会的規範、物理的
障壁、デフォルト化

⑥ボランティアの確保①
選択の体系化、デ
フォルト化

⑦ボランティアの確保② 社会的規範、互恵性

⑧外出自粛の呼びかけ
損失回避、社会的規
範

区 分 テーマ 行動特性

医療・福祉

⑨検診受診の呼びかけ
社会的規範、同調バ
イアス、アンカリング

⑩肥満予防の呼びかけ
自己効力感向上、同
調バイアス、損失回
避

⑪私的年金制度
デフォルト化、インセ
ンティブ、単純化

窓口業務
⑫住民票の自動交付機活

用の呼びかけ
損失回避

省エネ

⑬省エネ行動促進
社会的規範、損失回
避、単純化

⑭LEDへの転換促進 社会的規範

⑮バスタオルの再利用
社会的規範、パーソ
ナライズ

防災 ⑯避難の呼びかけ
損失回避、社会的規
範

環境保全 ⑰レジ袋の削減
社会的規範、視覚強
調、行動パターン考
慮



○ 感染症対策【手指消毒の実施】
（北海道（HoBiT）の事例）

ナッジの適用事例

消毒液

【行動パターンを考慮した配置最適化】
・動線上に目的物を配置

【視覚強調（ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾅｯｼﾞ）】
・望ましい動線を視覚化

＜使用率＞
介入前：26%（n=176）
介入後：77%（n=227）

新北海道スタイル
推進にも寄与

＜ポイント＞①視覚的に強調してわかりやすく
②人の行動パターンを考慮した配置
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【入口警備員による声掛け】
・手で方向を示し、利用を呼び掛け



○ 感染症対策【より効果的な手の洗い方の普及】
（バングラデシュの事例）

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

【ポスターＡ】

手洗い場の使い方と20秒以上の
石けんでの手洗いを呼びかけ

【ポスターB】

手洗いメッセージを中心に置
き、下部に手洗い場の使い方掲
載

【ポスターC】

手洗いの４つの手順を掲載

【ポスターD】

手洗いの7つの手順を掲載

＜ポイント＞①重要な情報は一番上に目立つように配置
②イラストを使って一目で情報を把握しやすくする
③情報量は絞る

【単純化】
・20秒以上手を洗う必要がある
ことを思い出す確率

B(97%)＞D(92%)

【デフォルト化】
・親指を洗う必要があることを
思い出す確率

C&D(68%)＞A&B(59%)



○ 感染症対策【手洗い行動の促進】
（BiT制作の適応事例）

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

１．注意力の欠如
２．マスクをしているから手洗い
（追加的な行動は）しなくて
もよいと考える

３．石鹸や消毒剤が手に入らない
４．行動する意思があっても忙し
かったり、疲れていたりして
行動できない

手洗いのボトルネック（阻害要因）

＜ポイント＞①効果的なタイミングで介入する
②行動を新たに習慣化（デフォルト化）する
③面倒な要因を極力減らして単純化する

【デフォルト化】
・既にある習慣に追加して習慣
化する
ex.朝起きたらまず手洗い

【タイミング】
・意思決定ポイントを捉えたメッ
セージの掲示
ex.手洗い石鹸の容器に掲示

【単純化】
・少ないステップで使えるよう
にする
ex.どこからでも場所がわかるよ

うに看板を設置

＜ボトルネック＞

＜対応ポイント＞



○ 感染症対策【適切な行動を促すコミュニケーション】
（ BiT制作の適応事例）

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

○リスクの過大評価 ⇒ 病院への殺到や衛生商品の買い占めなど
○リスクの過小評価 ⇒ 要請などによる予防行動の軽視（マスクをつけない、大人数での会食等）など

感染症対策におけるコミュニケーションの課題

＜ポイント＞①道民の信頼性を維持する
②メッセージを明確・シンプル・正確にする
③透明性を保つ

＜課題を克服するためのポイント＞
①道民の信頼を維持する（メッセンジャー効果）

・同じ情報でも、伝える人によって信頼度が変化することから、信頼の維持が重要
②メッセージを明確・シンプル・正確にする

・情報を絞り込んで提示することで正確な判断を促す（脅威を感じると人の情報処
理能力は低下する）

・覚えやすい簡単な指示を伝えると、沿って行動する可能性が高くなる

・予防行動を積極的に取ってもらうためには、行政のコミュニケーションが誠実で、
不確実性が少ないと感じさせることが効果的

③透明性を保つ

・実際の作業の様子を示すなど、「運用の透明性」が高まると、提供サービスへの
認識が向上（Buell et al.2015）

＜コロナ対策の特徴＞

以下の要因が予防行動を取る意欲に影
響を与える可能性がある

（ⅰ）行動の結果が不確実であること

（ⅱ）感染拡大防止の行動は他者のため
であること

（ⅲ）今行う予防行動は、将来の感染抑止
のために行う行動であること



○ 感染症対策【職場でのソーシャルディスタンスの確保】
（イギリスの事例）

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

＜ポイント＞①社会的規範の活用
②物理的な障壁の設置
③人を分散させるための制度の整備

＜呼びかける際のポイント＞
①社会的規範

・「ほとんどの人がソーシャルディスタン
スの確保を奨励することが正しいと
思っている」などと強調する

・管理職や影響のある人が社会的規範
の転換を体現する

②物理的障壁

・フロアマーカーや看板だけでなく、衝
立などの物理的な障害物を設置する

③デフォルト化

・フレックスタイム制度等の導入により、
混雑を低減する

＜考えと行動のギャップ＞
大半の人はソーシャルディスタンスを確保が必要と考えているが、人は時として意図していることに行動が伴わないこともある
⇒距離感がつかみにくい場所、コロナ禍以前を思い出すような環境（ex.友人同士で列に並ぶなど）では、守られないことが多い



○ 感染症対策【買い物代行ボランティアの確保①】
（BiT制作の適応事例（Easyの活用））

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

＜ポイント＞①行動をピックアップして提示
②新たな選択肢の提案

【選択の体系化】
・選択肢が多いと選択をやめてしまう（→選択過負荷を減
らすために選択肢を減らす）
訳）今週、いつもより少しだけ人に親切にしてみましょう！

【デフォルト化】
・新たに選択肢に組み込む

訳）次にスーパーに行ったら何品か余分に購入して、地域の
フードバンクに寄付してみませんか？



○ 感染症対策【買い物代行ボランティアの確保②】
（BiT制作の適応事例（Socialの活用））

ナッジの適用事例

出典：英国行動デザインチーム（URL：https://www.bi.team/our-work/covid-19/） ※植竹香織氏訳

＜ポイント＞①社会規範の活用
②互恵性の活用

【社会的規範】
・自分の身の回りの人の行動に大きく影響される

訳）ノースヨークシャーのコロナ対策運動に参加しましょう。ボ
ランティア参加者数が３月に比べると３倍に増えています

【互恵性】
・自らの行動が他者に影響を与える

訳）あなたの知っているキーワーカー（看護師、スーパー店
員、教員、医師、警察官）のことを思い浮かべてみてくださ
い。この大変な危機にも身を粉にして働いています。あな
たも行動してみませんか。



○ 感染症対策【外出自粛を呼びかけるスマートフォン広告】
（慶應義塾大学の事例）

ナッジの適用事例

出典：Moriwaki et.al (2020)「Nudging Preventive Behaviors in COVID-19 Crisis: A Large Scale RCT using Smartphone 
Advertising」

＜ポイント＞①損失回避の活用による呼びかけの効果は高い
②損失回避は健康リスクよりも経済リスクの方が効果が高い
③損失回避（経済）の効果がない人には社会的規範が有効

メッセージ ナッジの種類

G01

Covid-19の症例数は都市部で増加し

ています。「私には起こらない」という
考えは、周りの人の生活を危険にさら
す可能性があるため、危険かもしれま
せん。

利他性

G02
Covid-19には約5％の死亡リスクがあ

ります。感染のリスクを減らすために
群衆から離れてください。

損失回避
（健康）

G03

Covid-19の第2波は、第二次世界大戦

以来最悪の失業率につながる可能性
があります。屋外での感染から身を守
りましょう。

損失回避
（経済）

G04
一緒にこれを乗り越えましょう。自己検
疫を継続している人の割合は、総人口
の70％を占めています。

社会的規範

C05 混雑した電車から離れることで、感染
のリスクを減らすことができます。

ナッジなし
（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

C06 ダウンタウンではCovid-19の症例数が
急増しています。

ナッジなし
（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ）

※メッセージはHoBiTが和訳。



○ 医療・福祉【市報での結核検診受診の呼びかけ】
（尼崎市の事例）

ナッジの適用事例

出典：江上(2020)「尼崎版ナッジユニット」

＜ポイント＞①社会規範の活用
②同調バイアスの活用

◆65歳を過ぎたら結核検診 1018435 65歳以上の人は年

に１回結核検診を受けることが感染症法により義務付けられてい
ます。本市では高齢者が結核患者の約75％を占めています。年

齢が上がると発症する危険性が高くなり、発見が遅れると、家族
や周囲の人に感染が広がる恐れがありますので自覚症状がなく
ても検診を受診しましょう。検診は肺がん（胸部）検診で受けるこ
とができます。

ID

◆65歳以上は結核検診が法律で義務づけられています
1018435 本市では結核患者の約75％が高齢者です。また、60
歳代の7人に1人は結核に感染しているといわれており、年齢が

上がるにつれて発症しやすくなります。結核の発見が遅れると、
家族や周囲の人に感染する恐れがあります。自覚症状がなくても
年に1回検診を受診しましょう。検診は肺がん（胸部）検診で受け
ることができます。

ID

【社会的規範】
【アンカリング・

同調バイアス】
【同調バイアス】

【社会的規範】 【社会的規範】

＜適用前＞

＜適用後＞



○ 医療・福祉【肥満予防のための定期的な体重測定の呼びかけ】
（青森県の事例）

ナッジの適用事例

出典：竹林ほか６名(2018)「シンプルで効果が継続する肥満予防介入の探求」

＜ポイント＞①お互いの体験談を話し合うことで自己効力感が向上
②硬直的マインドセットの柔軟化

＜介入方法＞

否定的 肯定的

介入姿勢
意識改革型

ナッジ型

介
入
メ
ッ
セ
ー
ジ

クイズ群

行動宣言群

成功
回顧
群

＜実証実験の結果（定期的に体重を測定する人の数）＞

※()内は% 何もしない
n=44

クイズ群
n=20

行動宣言群
n=22

成功回顧群
n=22

介入前 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)

介入直後 - 13(65) 13(59) 16(73)

介入後
６カ月

1(2) 7(35) 8(36) 13(59)

６カ月後
体重変化

1.5±1.7 0.0±2.1 0.5±2.6 0.8±2.1

【損失回避バイアス】
・肥満の怖さを伝えるクイズ
を出題

【自己効力感向上】
・過去の成功体験を思い出させる＆他者の成功体験を聞く
【硬直的マインドセットの柔軟化】
・お互いの努力を誉めあう

【同調バイアス】
・みんなで目標や行動を宣言し合う

最も効果的な介入



○ 医療・福祉【ナッジを取り入れた私的年金制度(NEST)】
（イギリスの事例）

ナッジの適用事例

出典：小林・中山(2020)「「老後資金2000万年問題」解決のための「ナッジ」活用の枠組みとイギリスにおけるケーススタディ」

＜ポイント＞①②④デフォルト化の活用
③インセンティブの活用
⑤仕組みの単純化

意思決定の
流れ

高齢期のため
に資産形成を

行うことを
決意する

資産形成の
ために

必要となる
拠出額を
決定する

口座を
開設する

金融商品を
選択する

運用状況を
モニタリングし
必要に応じて
ポートフォリオ
を組み直す

心理的・
行動

経済学的
ボトルネック

遠い将来よりも
現在の利益を
重視してしまう、

現状維持を
してしまう

どのくらいの
金額が

必要なのか
わからない

口座開設が
面倒

たくさんの
金融商品が

あって
選べない

モニタリングが
面倒、
損失を

回避したい

NESTに
おけるナッジ

①自動加入＋オプトアウト【Easy】

④デフォルト
ファンド
【Easy】

⑤退職日
ファンド
【Easy】

③税制優遇
【Attractive】

②最低拠出率
の設定【Easy】

(資料)Office for National Statistics “Annual Survey of Hours and Earnings”
(注)2005年以降の結果は調査票項目が異なるため完全な比較ができない。

意思決定の流れ
１ ２ ３ ４ ５



○ 窓口業務【住民票の自動交付機活用の呼びかけ】
（尼崎市の事例）

ナッジの適用事例

出典：江上(2020)「尼崎版ナッジユニット」

＜ポイント＞①損失回避バイアスの活用

【損失回避バイアス】

【損失回避バイアス】



○ 省エネ【転入・転出者の省エネ行動促進（R元）】
（大阪府・吹田市の事例）

ナッジの適用事例

出典：大阪府ＨＰ（URL：http://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/nudge/nudge.html）

＜ポイント＞①社会的規範の活用
②損失回避バイアスの活用
③情報の単純化

＜実証実験スキーム＞ ＜配布物＞

＜実証実験の結果＞

啓発以前に省エネ行動を行っていなかった人について、
照明のLED化の実施率は、

転入・転出者 ＞ 在住者
リーフ配布あり ＞ リーフ配布なし

の傾向が見受けられた。



○ 省エネ【蛍光灯からLEDへの転換促進】
（国内（株式会社住環境計画研究所）の事例）

ナッジの適用事例

出典：資源エネルギー庁ＨＰ（URL：https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/shoene_nudge.html）

＜ポイント＞①社会的規範の活用
②新たな要素のデフォルト化

＜表示メッセージ＞
A.従来通り B.従来＋ナッジ(社会規範)

＜実証実験の結果＞

C.従来+付加価値 D.付加価値＋デフォルト化



＜ポイント＞①社会的規範をメッセージ化
②身近な問題と結びつける

○ 省エネ【ホテルのバスタオル再利用率】
（イギリスの事例）

ナッジの適用事例

ドアノブに設置するドンディスカード

地球を守るために
タオルを再利用

しましょう

殆どのお客様が
滞在中最低1回は
タオルを再利用

しています

これまでにこの
部屋に宿泊した
殆どのお客様が

滞在中最低1回は
タオルを再利用

しています

35.1% 44.1% 49.3%

【社会的規範】
・「殆どのお客様」の行動を記載

参考：東京都（2018）「行動科学を活用した家庭部門における 省エネルギー対策検討会報告書」

【パーソナライズ化】
・より身近な問題にすることで、再利用率が向上

（地球⇒ホテル⇒部屋）



ナッジの適用事例

○ 防災対策【豪雨時の避難呼びかけ】
（広島県の事例）

大雨がもたらす被害について知り、
危険が迫った時には正しく判断して行動できる

力を身につけ、災害から命を守りましょう

あなたが避難しないと人の命を危険に
さらすことになります

あなたが避難することは人の命を
救うことになります

どの内容を聞いたら避難所に行くか？
（広島県の調査より一部抜粋、n=5,598）

出典：広島県（2019）「社会課題の解決のために行動科学を活用した取組事例 減災・防災分野（避難行動の研究）」
大竹・坂田・松尾(2020)「豪雨災害時の早期避難促進ナッジ」

約23％

約36%

約40％

＜ポイント＞①行動することが社会規範だと強調
②行動しないことによる損失を強調

【社会的規範】
・規範をメッセージ化

【損失回避バイアス】
・行動しないことによる損失を
強調

Ｂに反発を感じる人
も多いのでＡを採用

（従来）

（Ａ）

（Ｂ）



○ 環境保全【レジ袋の削減】
（北海道（HoBiT）の事例）

ナッジの適用事例

＜辞退率（５日平均）＞
介入前：39%（n=1584）
介入後：63%（n=1557）

＜ポイント＞①社会規範をメッセージ化
②写真による視覚強調
③人の行動パターンを考慮した配置

【社会的規範】
・規範をメッセージ化

【視覚強調】
・写真を活用

動

線

【行動パターンを考慮した配置最適化】
・動線上に目的物を配置
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